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◆ 研究ノート

地域における児童福祉のシステム化 副田義也 149
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青柳　肇 204

親のしつけ研究からティーチング・スタイル研究への発展
　－主要研究概観と今後の問題－ 渡辺恵子 212
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新入園児の適応プロセスと父母性意識 青柳　肇・矢澤圭介
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幼児期、児童期初期のLocus of Controlの発達およびLocus of Controlと
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鈴木　貢 98

地域社会と子どもの発達 大石　昂 104

分裂病「N子」の精神療法－患者・治療者双方の芝居性とその舞台裏について－ 宮前　理 110

◆ 講　演

母子関係の心理学 依田　明 119
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◆ 論　文

展望：「親子関係と子どもの発達」
田島信元・上村佳世子
西澤弘行・山崎浩ー
大場説子

1

母子家庭の心理学的研究－その問題点と今後の展望－ 鈴木乙史 31

アタッチメント研究の展望 繁多　進 41

保育形態と幼児の達成行動・親和行動 青柳　肇 65

青年の家族イメージ 林　洋一・鈴木　貢 72

青少年のボランティア意識－「ボランティア」の意味とイメージ－ 石元洋子 79

高校生の恋愛感情についての一考察－人格形成との関連に注目して－ 中山慎吾 92

保育行政の展開と変容－1970 年以降の国の保育行政をめぐって－ 萩原康生 108

障害者家庭の諸問題とその援助 山本孝史 115

暴走族青少年のアイデンテイティ形成 嶋根克己 123
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No. 11　1991 年 7 月
◆ 論　文

被保護母子世帯の依存性と自立性 樽川典子 1

施設内文化の研究－二つの悪循環過程の例示とその意味の考察－ 樫田美雄 12

社会福祉実践における集合的理想－糸賀一雄と近江学園草創期－ 中山慎吾 28

家族と社会－日本社会学史における－（1） 韓榮恵 42

本来性と道徳－人間存在の階層の枠組みによってとらえた従来の心理学
の特徴と物語の道徳－ 田村俊輔 53

自己実現傾向測定尺度の検討 林　洋一・鈴木　貢
榎本博明 69

障害児のアタッチメントの発達－自閉症児を中心にして－ 繁多　進 77

心理臨床ケースに対する家族療法の視点とその概要－登校拒否ケースを通して－ 堀之内高久・阿部裕子 86

No. 12　1992 年 5 月
◆ 論　文

乳幼児の自己認知の発達 大場説子 1

幼児の性格形成と母子関係－横浜・上海比較研究序報－ 依田　明・三井えい子 13

母子関係における母親の片思いと代償満足について 東　安子 24

幼児の内発的動機づけに及ぼす感情導入と母親の養育態度の効果 青柳　肇・石坂浩美 29

帰国児童の母子関係－集団志向性をめぐって－ 塘利枝子 39

親離れに及ぼす身体的成熟の影響 清水弘司 57

障害児の親子関係について 大石　昴・灘　幸代 67

境界例の心理療法－逆転移から「面接時間内回想法」の試みまで－ 宮前　理 72

No. 13　1992 年 5 月
◆ 論　文

発展途上国における児童労働の実態・要因・対策 河合淳子 1

中国の都市における一人っ子を溺愛している親たち
　－「一人っ子政策」を背景として－ 鍾　家新 36

子育て期の女性における子どもと子育ての意味 丁　賢芽 44

被保護傷病・障害者世帯の自立過程 中山慎吾 64

育児と文化－『菊と刀』第 12 章「子どもは学ぶ」の注解－ 副田義也 80

学校教員による児童福祉分野への情報提供について
（質問　副田義也　報告　市川須美子） 市川須美子 89
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No. 14 　1993 年 3 月
◆ 論　文

乳幼児をもつ親の子育て学習－横浜市の実態の検討－ 橋本ミチ子・柏木惠子 l

幼児の達成場面における成功期待－社会的（主観的）フィードバックと
客観的フィードバックを与えた場合－ 青柳　肇 18

過去および現在の母親との関係に関する感情傾向
　－認識と対人関係、親和欲求との関連－ 久保田まり 22

自己実現傾向測定尺度の検討（II） 林　洋一・鈴木　貢
榎本博明 33

境界例治療で生じた「危険な」逆転移体験をふりかえって－治療関係に
持ちこまれた「特殊な母子関係」から学んだこと－ 宮前　理 42

統合的心理治療の目的と具体的展開 堀之内高久 48
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